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九 運 長 分 466号
令和 6年 9月 5日

公益社団法人　長崎県トラック協会会長　殿
九州運輸局　長崎運輸支局長

整備管理者定期研修の実施について

　標記研修を下記計画表のとおり実施しますので、関係事業者に対する通知並びに本研修についてご
協力をお願いします。

記
　
１ 　研修日時及び場所
　⑴　定期研修

期日・時間 開催地 場所（会場）
令和 6年
11月18日㈪
　14：00～16：30

大村市
定員150名程度

大村市　中央公民館
（コミュニティーセンター）大会議室
大村市幸町25-33
0957-54-3161

※受付13：00～
注意事項
・事前に申込みが必要ですので、必ず期間内にお申込み下さい。申込みの無い方の受講はお断りいた
します。（当日、申込者を変更して受講することもできません。）
　また、送付された申込書に対する受理の連絡は致しません。
・定員数に達した時点で申込みの受付を終了します。

※広報11月号にて次回の定期研修日時を掲載予定です。

２ 　定期研修の申し込み問合せ先
　　長崎県トラック協会　業務課
　　　Tel　095－838－２２81　Fax　095－839－8508

整備管理者定期研修の実施について
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令和 6年度整備管理者定期研修申込書

「令和 6年1 1月1 1 日（月）必着」



 

 
本セミナーは、2025 年度安全性評価事業（G マーク制度）における加点対象のセミナーとなります。 

更新対象の事業所におかれましては、受講を強くお勧めします。 
 

令和６年９月１７日 

 各 位 

公益社団法人 長崎県トラック協会 

会 長   馬 場  邦 彦  

 (公 印 省 略)   

 

令和６年度 過労死等防止対策セミナー 

 ～健康起因事故の削減を目指して～ 
 

平素は、当協会の業務運営に、格別のご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、当協会では、事故防止等に関する各種施策を実施しておりますが、昨年度に引き続き、標記セ

ミナーを実施いたします。 

本セミナーでは、過労死等や健康起因事故の現状を知り、ドライバーが健康であるために、管理者が

どうドライバーに生活習慣の改善等を促すか手法を考え、学びます。 

また、健康管理対策取り組み状況チェックリスト等を用いた小集団による意見交換を通じて、自社の

取り組みレベルを把握するとともに、他社の健康管理に関する取組の好事例などから新たな気づきを得

ることができ、さらに、受講者がセミナーで使った資料を自社のドライバーへの教育に展開・活用する

ことで事業者の取り組みを促し、過労死等の防止並びに健康起因事故の削減を図ることといたします。 

つきましては、ご多用の折りとは存じますが、是非ともご参加賜りますようお願いいたします。 

 

記 

１．日 時 令和６年１１月２１日（木） １３：３０～１６：３０ 

２．場 所 アルカスＳＡＳＥＢＯ 中会議室 （長崎県佐世保市三浦町２―３） 

３．講 師 ＳＯＭＰＯリスクマネジメント㈱ 

モビリティコンサルティング部  土屋 隆司 氏   

４．内 容  

（１）過労死等と健康起因事故の現状と国の動向、生活習慣の改善の必要性・重要性（座学） 

（２）トラックドライバーの生活習慣改善方法を考える（グループワーク） 

（３）健康チェックシートの使用方法と解説（個人ワーク・座学） 

（４）健康管理の取り組み確認について（グループワーク） 

（５）健康管理の取り組み状況 資料集の解説（座学） 

５．対 象 者 経営者及び運行管理者等  

６．募集人数 定員６０名（申込期限：先着順。定員になり次第締め切ります） 

７．締 切 日  令和６年 １１月 ８日（金）まで 

８．申込方法 別添の「参加申込書」をご記入の上、記載のＦＡＸ番号までお申し込みください。 

９．当日持参するもの等 名刺２枚・筆記用具 

10．主 催 （公社）全日本トラック協会、（公社）長崎県トラック協会 

11．そ の 他 本セミナーは、Ｇマーク申請の加点対象です（管理者・ドライバーともに３点）。 
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長崎県トラック協会 業務課 あて 

ＦＡＸ ０９５－８３９－８５０８ 

 

令和  年  月  日 

 

令和６年度過労死等防止対策セミナー 

 ～健康起因事故の削減を目指して～ 

参加申込書 
 

日 時 ： 令和６年１１月２１日（木） １３：３０～１６：３０ 

  場 所 ： アルカス佐世保 中会議室（長崎県佐世保市三浦町２―３） 

 

事業所 

支店･営業所名 
 

所在地  

受講者 

① 

所属･役職 
 

氏 名 
 

受講者 

② 

所属･役職  

氏 名  

 

〈締 切 日〉 令和６年１１月８日（金曜日） 

※ ただし、定員60名になり次第、締め切らせていただきます。 

 

 

 



（ご提供している情報（⼀部））
・物流効率化法、貨物⾃動⾞運送事業法改正の内容
・標準的な運賃・料⾦改正、標準運送約款改正について
・トラック運送の原価計算、価格交渉（運賃交渉）ノウハウ・事例紹介
・各トラック運送事業者、荷主事業者等参加者の問題意識共有。取組みご紹介 など

運賃交渉に活⽤いただける資料なども提供しています︕

運輸局からのお知らせ
国⼟交通省トラック荷主特別対策室主催

「トラック物流2024年問題」
に関するオンライン説明会【第14回】開催

今⽉のトピック (国交省・経産省・農⽔省3省審議会合同会議情報)

※参加にあたり事前の登録は不要ですが、問題意識、ご意⾒・ご質問を専⽤フォームから登録いただければ幸いです。

令和6年8⽉26⽇(⾦)上記会議の第2回が開催され「取りまとめ案（現時点のたたき台）」が⽰されました。
その中から「貨物⾃動⾞運送事業者等の（努⼒義務の）判断基準等について」、「「荷待ち時間」と「荷役等時間」の算定⽅法について」を抜粋し
てご案内します。

問題意識等登録ページ
https://forms.office.com/r/Zhrmu9Dxt2

直接参加⽤
⼆次元バーコード

貨物⾃動⾞運送事業者等の判断基準等について（改正物効法第 35 条7）
貨物⾃動⾞運送事業者等の判断基準等については、以下の事項を取組の例として盛り込むこととする。なお、以下の事項による取組が⽬標達成に対し業界特性その他の事情により有効でない場合は、これによらないことも可
能とする必要がある。
① 積載率の向上等に関する事項については、以下の事項とする。

・ 複数の荷主の貨物の積合せにより輸送網を集約すること。
・ 過疎地域などトラックドライバーが不⾜している地域において配送を共同化すること。
・ 求貨求⾞システム等を活⽤した帰り荷（復荷）の確保により、実⾞率の向上を図ること。
・ 配⾞・運⾏計画の最適化に資するシステムを導⼊すること。
・ 運送ごとの貨物の総量の増加のため、輸送量に応じた⼤型⾞両の導⼊を⾏うこと。

② ①及び関係事業者の取組の実効性確保に資する事項については、以下の事項とする。
・ トラックドライバーの荷待ち・荷役等時間を把握し、荷主等が荷待ち・荷役等時間を把握することが難しい場合に情報提供すること。なお、トラックドライバーの荷待ち・荷役等時間の把握に当たっては、デジタルタコグラフ等

のデジタル技術の活⽤に努めること。
・ 関係事業者（荷主、倉庫業者等）がトラック予約受付システムを導⼊している場合は、そのシステムを利⽤すること。
・ 荷主が指⽰した時刻・時間帯よりも理由なく必要以上に早くトラックドライバーが集荷・配達を⾏う場所やその周辺の場所に到着しないよう、効率的な配⾞・運⾏に努めること。
・ 取引先に対して、標準仕様パレットの活⽤、共同輸配送のための個建て運賃の導⼊、リードタイムに応じた運賃設定などの提案を⾏うこと。
・ 関係事業者との連携を図るとともに、必要に応じて取引先に対して協⼒を求めること。
・ 物流情報標準ガイドラインへの準拠など物流データの標準化に取り組むこと。
・ テールゲートリフターの導⼊、荷捌き施設の整備など積載率の向上等に伴うトラックドライバーの積卸し作業の負荷低減を図ること。
・ 積載率の向上等に当たっては、トラックの過積載など事業の正常な運営が阻害されないよう、関係法令を遵守すること。

開催⽇時︓令和6年10⽉25⽇(⾦) 10:00,15:00（同⽇２回開催）

「荷待ち時間」と「荷役等時間」の算定⽅法について
○ 改正物効法では、荷主・物流事業者等が物流効率化のために取り組むべき措置の実施状況の評価の前提となる「荷待ち時間」と「荷役等時間」の算定⽅法を国が省令で定めることとされている。
○ 「荷待ち時間」と「荷役等時間」の具体的な算定⽅法は以下のとおりとする必要がある。
（１）荷待ち時間については、以下のとおりとする。

① 到着時刻・時間帯の指⽰がない場合 トラックドライバーが集荷・配達を⾏う場所やその周辺の場所に到着した時刻（到着後速やかに受付等を⾏う場合はその時刻）から荷役等の開始時刻までとする。
② 到着時刻・時間帯の指⽰があった場合 トラックドライバーが集荷・配達を⾏う場所やその周辺の場所に、指⽰された到着時刻・時間帯の始期よりも前に到着した場合は、指⽰時刻等から荷役等の開始時刻までとする。

トラックドライバーが集荷・配達を⾏う場所やその周辺の場所に、指⽰された到着時刻・時間帯内に到着した場合は、当該到着時刻（到着後速やかに受付等を⾏う場合はその時刻）から荷役等の開始時刻までとする。
トラックドライバーが集荷・配達を⾏う場所やその周辺の場所に、指⽰時刻・時間帯の終期よりも後に到着した場合は、当該到着時刻（到着後速やかに受付等を⾏う場合はその時刻）から荷役等の開始時刻までとす
る。ただし、トラックドライバーの都合で指⽰時刻等を過ぎた場合については、荷待ち時間として計測しない。

（２）荷役等時間については、以下のとおりとする。
① トラックドライバーが⾏う荷役、検品、荷造り、⼊庫・出庫、棚⼊れ・棚出し、仕分け、商品陳列、ラベル貼り、代⾦の取⽴て・⽴替えなど、トラック事業に附帯する業務の開始時間から終了時間までとする。
② 荷卸しと荷積みを並⾏して⾏うケースや帰り荷（複荷）の積込みを⾏うケース、輸送⽤機器を持ち帰るケースなど、１つの施設内で荷卸しと荷積みの両⽅を⾏う場合は、積載率の向上等に向けた事業者の取組を阻害

しないよう、荷卸しと荷積みを別々に計測することも許容することとする。
○ また、荷待ち時間等については、トラックドライバーが集荷・配達を⾏う場所やその周辺の場所に到着した後速やかに受付等を⾏わずに業務上の指⽰等により休憩する時間は除外するが、迅速に⾞両を動かせるような状態

での待機や荷役作業中の⽴ち会いが要求されているなど、業務から完全に離れることができず、実質的に休憩がとれていない時間は、これらの計算から除外しないことを明確化して運⽤する。
○ なお、トラックドライバーによる荷待ち時間等の計測については、現状、貨物⾃動⾞運送事業輸送安全規則（平成２年運輸省令第 22 号）第８条において⼤型トラック（⾞両総重量８トン以上⼜は最⼤積載量５ト

ン以上）が対象とされている荷待時間・荷役作業等の記録の義務付けについて、義務付けの範囲の拡⼤が検討されている。

5―　―



 
 

長崎県内企業の働き方改革推進に係る意見交換会の開催 
～物流の 2024年問題への対応と課題～ 

 
 働き方改革関連法において、令和６年４月から、時間外労働の上限時間の適用が猶予されて

いた運送業にも適用が開始され、同時に、自動車運転の労働時間等の改善のための基準（いわ

ゆる改善基準告示）の改正によるドライバーの拘束時間等の規制が強化されたことで、国内の

物流に影響が生じ得ると懸念されているいわゆる「物流の 2024 年問題」について、長崎県内
の企業においても当該課題をクリアするため、様々な取り組みが検討されているところです。 
本意見交換会は、物流の 2024 年問題の課題等に積極的に取り組む企業等の事例の紹介及び
関係行政機関の施策について、意見交換を実施して情報発信することで、働き方改革の推進に

関する社会的機運の醸成を図ることを目的とするものです。 
 
＜実施日時・場所＞ 
 令和６年 11月６日（水）14時～（13時 30分受付開始） 
 長崎労働局 大会議室（長崎市万才町 7番 1号 TBM長崎ビル 8階） 
 
＜参加組織＞ ※順不同 
 （運送企業サイド） 
  ・有限会社長崎水産運輸 
  ・公益社団法人長崎県トラック協会 

 （行政機関サイド） 

  ・国土交通省九州運輸局 長崎運輸支局 

  ・長崎労働局長、労働基準部長ほか 

  ・長崎働き方改革推進支援センター 所長 

（オブザーバー） 

・東京九州フェリー株式会社        ※一部変更になる場合があります。 

 
＜次第＞ 

時間 内容 担当 

14時 00分～14時 05分 開会の挨拶 長崎労働局長 

14時 05分～14時 15分 物流の 2024年問題の説明 長崎労働局 

14時 15分～14時 30分 運送企業等の取り組み紹介 有限会社長崎水産運輸 

東京九州フェリー株式会社 

14時 30分～14時 40分 業界団体の支援状況 長崎県トラック協会 

14時 40分～14時 50分 国土交通省の取り組み紹介 九州運輸局長崎運輸支局 

14時 50分～15時 00分 長崎労働局の取り組み紹介 長崎労働局労働基準部長 

15時 00分～15時 25分 意見交換 

15時 25分～15時 30分 閉会の挨拶 長崎労働局長 

※担当、時間配分、紹介順等は当日までに変更になることがあります。 
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＜実施方法＞ 
① 公開形式で実施予定であり、一般企業（労務管理関係者）及びメディア関係者の傍聴は

可とする（傍聴の申し込み方法は下記参照）。 
② 企業及び行政から、働き方改革にかかる取り組み内容をプレゼンテーションにより PR
いただき、参加者との意見交換を実施 

③ 意見交換後は、プレゼンテーション資料等を長崎労働局HPで公表し周知する予定。 
 
＜傍聴申し込み方法＞ 
  ① 対象者は、報道機関関係者、企業の労務管理担当者を想定しています。 
  ② 令和６年 11月５日（火）17時までに下記Webサイト若しくは二次元コードから申し込

みをお願いします。期限を超過しての申し込みは受け付けませんのでご了承ください。 
  ③ 傍聴席数は先着 30 席を予定しており、傍聴者数が上限に達した段階で申し込みを終了

させていただきますのでご了承ください。 
 
＜傍聴申し込み先＞ 
https://www.roudoukyoku-setsumeikai.mhlw.go.jp/briefings/MzM5Nw==/62369b41de7946
d28403ccce5b78685 
 

 
 
＜注意事項＞ 
意見交換会中は、私語や意見交換の妨げとなる発言等はしないようお静かに傍聴いただく

ようお願いいたします。 
 
【本件にかかる問い合わせ先】 
 長崎労働局労働基準部監督課 

TEL：095-801-0030 
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―― 合同指導取締を強化 ――
　過積載運行は、重大な交通事故の発生をはじめ道路渋滞の増加、騒音、振動、排気ガス等による交

通公害、道路の損壊とさまざまな弊害をもたらし、大きな社会問題となっています。

　長崎県過積載防止対策連絡会議による本運動も第43回を数え、この間に全事業者・全ドライバーが

「輸送秩序確立運動」をはじめ、あらゆる機会を捉え過積載防止を展開して参りました。

　会員事業所におかれては、「しない、させない、たのまない」のスローガンのもと定量積載による

安全運行を遵守していただき、本運動への積極的かつ効果的な取り組みを実践していただくようお願

いいたします。

局

令和 6年度

長崎県過積載防止運動強化月間
１０月1日㈫～3１日㈭
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長崎県過積載防止対策連絡会議

１ 　趣　　旨

　トラック輸送は、貨物輸送トン数ベースで国内輸送の約 9割を担う輸送機関であり、国民生活
の安定と産業活動の発展に必要不可欠なものとなっているが、反面、需要の多様化、高度化に伴
う競争の激化とともに、過積載運行を含む輸送秩序の乱れ、交通死亡事故や道路渋滞等の増加、
騒音、振動、排気ガス等による交通公害や環境悪化など社会的問題をもたらしている。
　長崎県過積載防止対策連絡会議（以下連絡会議と略す。）は、交通を取り巻く諸問題解決の一
端として、行政機関・実施団体が貨物自動車の過積載運行を撲滅する運動を推進することにより、
交通事故防止を目指すものである。

２ 　運動期間
令和 6年10月 1 日から令和 6年10月31日まで 1ケ月間とする。

３ 　スローガン
『事故「 0」へ、積み過ぎはしない、させない、たのまない。』

４ 　実施機関・団体等
長崎県
長崎県警察本部
九州地方整備局　長崎河川国道事務所
九州運輸局　長崎運輸支局
西日本高速道路株式会社 九州支社 長崎高速道路事務所
公益社団法人長崎県トラック協会

５ 　運動推進要領
⑴　連絡会議が実施する事項
①運動期間中の諸行事を企画、推進するとともに連絡・調整にあたる。
②懸垂幕を掲示すると共に、広報掲示物（ポスター、パンフレット等）を作成する。
③関係機関・団体等へ運動協力、広報掲示物の掲示要請、機関紙・会報への掲載依頼等啓発の推
進及び一般への広報を行う。
④関係荷主及び団体あての過積載防止の協力要請（別紙文書）を行う。

令和 6年度長崎県過積載防止運動
強化月間実施要綱
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　⑵　行政機関及び団体が実施する事項

〔長崎県〕

①関係機関団体への啓発活動を行う。

②県管理道路情報板（電光板）を利用した広報活動を行う。

③ポスター掲示や道路情報板等を利用し、一般への広報を行う。

〔長崎県警察本部〕

①過積載運転の取締りを強化する。

②道路交通法第58条の 4「過積載車両に係る指示」の徹底を図る。

③道路交通法第108条の34「使用者に対する通知」の徹底を図る。

④事業所に対する交通安全教育の推進を図る。

〔九州地方整備局　長崎河川国道事務所〕

①過積載車の合同街頭取締りを実施する。

②ポスター等を掲示し、一般への広報を行う。

〔九州運輸局　長崎運輸支局〕

①過積載車の合同街頭取締りを実施する。

②街頭検査の際、過積載を助長する荷台等の集中的取締を行う。

③運行管理者講習会等の機会を利用し意識の高揚を図る。

④ポスター・電光掲示板を掲示し、一般への広報を行う。

〔西日本高速道路㈱九州支社　長崎高速道路事務所〕

①法令違反車両取締りを随時実施する。

②ポスター等を掲示し、一般への広報を行う。

〔（公社）長崎県トラック協会〕

①「過積載防止」月間広報ポスターの作成。

②機関誌「ながさきトラック広報１０月号」に掲載し全事業所への周知を図る。

③過積載街頭取締への参加協力を行う。

④適正化事業の巡回指導において過積載防止の重点指導を実施する。
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４令和 6年度過積載防止運動強化月間の実施について
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行政だより

貨物自動車運送事業に係る営業所間における運転者及び車両の移動の弾力化について
　標記の件について、国土交通省より全ト協を通じて周知依頼がありましたのでお知らせいたします。

国自貨第278号の２
国自安第50号の２
国自情第121号の２
国自整第112号の２
令和 6年 8月 3 0 日

公益社団法人　全日本トラック協会会長　殿
国土交通省物流・自動車局　貨物流通事業課長

安全政策課長
自動車情報課長
自動車整備課長
（ 公 印 省 略 ）

貨物自動車運送事業に係る営業所間における運転者及び車両の移動の弾力化について
　標記について、別添のとおり各地方運輸局自動車交通部長、（関東・近畿）自動車監査指導部長、
各地方運輸局自動車技術安全部長及び沖縄総合事務局運輸部長あて通達を発出したので、この旨了知
されるとともに、傘下会員に対し周知方願います。

全ト協発第310号（企）
令和 6年 9月 1 8 日

都道府県トラック協会会長　殿
公益社団法人　全日本トラック協会

会長　坂本　克己

貨物自動車運送事業に係る営業所間における運転者及び車両の移動の弾力化について
　平素は、当協会の事業運営等に関し、種々ご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、今般の電子商取引の増大により、宅配荷物の急激な増加、荷物の「小口・多頻度」化、繁忙
期に限定されない突発的な運送需要の増大が生じていることで、貨物自動車運送事業者における車両、
運転者の配置管理はこれまでより緻密な管理が必要となっていることから、運行管理、整備管理の
DX化を前提とした運転者、車両の柔軟な運用を認めることについて、別添のとおり、国土交通省よ
り通達が発出されましたので、関係通達とともにお送りさせていただきます。
　また、本通達の適用に伴い、一定期間（30日以内）に限って業務の応援のため同一事業者の他の営
業所に運転者又は事業用自動車の移動を実施する場合には、別添の国土交通省通達（国自貨第278号
他）の運用方針に基づく条件を満たす場合において、増減車に係る事業計画の変更等、行政機関への
事前の届出は不要となります。
　なお、本通達の適用に伴い、「貨物自動車運送事業に係る繁忙期における営業所間の車両移動の弾
力化について」（平成 5年11月10日付け自貨第97号、自管第79号、自整第２70号、自環第333号）は、
廃止されますので、貴協会会員事業者に対し周知いただきますようよろしくお願い申し上げます。

【添付資料】
○　「貨物自動車運送事業に係る営業所間における運転者及び車両の移動の弾力化について」
　　（令和 6年 8月30日　国自貨第278号、国自安第50号、国自情第121号、国自整第112号）
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別添

国自貨第 号

国 自 安 第 号

国自情第 号

国自整第 号

令和６年８月 日

各地方運輸局自動車交通部長 殿

（関東・近畿）自動車監査指導部長 殿

各地方運輸局自動車技術安全部長 殿

沖縄総合事務局運輸部長 殿

物流・自動車局 貨物流通事業課長

安全政策課長

自動車情報課長

自動車整備課長

（公 印 省 略）

貨物自動車運送事業に係る営業所間における運転者及び車両の移動の弾力化について

今般、電子商取引の増大により、宅配荷物の急激な増加、荷物の「小口・多頻度」化、繁忙

期に限定されない突発的な運送需要の増大が生じていることで、貨物自動車運送事業者にお

ける車両、運転者の配置管理はこれまでより緻密な管理が必要となっている。このため、運

行管理、整備管理の 化を前提とした運転者、車両の柔軟な運用を認めることで、貨物自動

車運送事業者における運転者及び車両の配置管理の負担軽減を図るべく、標記事項を実施す

ることとした。

ついては、標記事項に関する実施要領を下記のとおり定めたので、事務処理に遺漏なきを

期されたい。また、この旨管轄区域内の各運輸支局への周知徹底も併せて図られたい。

なお、別添のとおり（公社）全日本トラック協会あて通知済みであるので念のため申し添

える。

また、標記事項に関する実施要領策定に伴い、「貨物自動車運送事業に係る繁忙期における

営業所間の車両移動の弾力化について」（平成５年 月 日付け自貨第 号、自管第 号、

自整第 号、自環第 号）は本通達をもって廃止する。
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記

１． 基本的考え方

一般貨物自動車運送事業者が、一定期間に限って業務の応援のため同一事業者の他の営

業所に運転者又は事業用自動車の移動を実施する場合には、以下の運用方針により行うも

のとする。

なお、当該事業用自動車（以下「移動車両」という。）については、移動元営業所に配置

されているものとし、増減車に係る事業計画の変更の届出は不要とする。よって、営業所

に配置する事業用自動車の数の変更には当たらず、使用の本拠の位置に変更があったとは

認められないことから、道路運送車両法に基づく変更登録の申請の手続は不要とする。

また、移動先営業所が不利益処分により事業計画の拡大が出来ない期間においては、本

通達は適用できないものとする。

２． 運用方針

（１）「一定期間」は、３０日以内とし、連続した本通達の適用は認めない。また１年間で

本通達の適用を実施する上限は１２０日間とする。

（２）同時に同一営業所から移動する運転者数及び車両数の合計は、移動元営業所の選任

運転者数及び配置車両数のそれぞれ５割を超えないこと。

（３）移動元営業所から移動した運転者（以下「移動運転者」という。）及び移動車両に係

る必要な情報（移動運転者の運転者等台帳、指導及び監督の実施に関する記録、健康

状態に関する記録、点呼の記録、業務の記録、運行記録計による記録、移動車両の自動

車検査証（券面記載情報）、点検整備記録を含む）が、移動時に移動先営業所に共有さ

れていること。ただし、２．（４）の「運行管理」をすべて移動元営業所で行う場合、

移動運転者の運転者等台帳及び移動車両の自動車検査証（券面記載情報）を移動時に

移動先営業所に共有すればよいものとする。

（４）「運行管理」は、原則、移動元営業所で行うものとするが、移動先営業所において運

行管理業務の履行補助 点呼等 を行うことを認める。後者の場合、移動先営業所は、

その状況についてその都度電磁的記録により移動元営業所に共有すること。また、対

面によらない点呼を行う場合は、貨物自動車運送事業輸送安全規則（平成２年運輸省

令第 号）及び「対面による点呼と同等の効果を有するものとして国土交通大臣が定

める方法を定める告示（令和５年国土交通省告示第 号。以下「点呼告示」という。）」

に則り点呼を実施すること。なお、移動するにあたっての留意事項を以下①～②に示

す。

① 移動運転者が移動先営業所の管理下での運行に係る主な道路の状況及び交通の状

況を十分に把握できていない可能性がある場合にあっては、必要に応じて当該状

況を移動元営業所と移動先営業所の間で共有し、安全に運転するために留意すべ

き事項を事前に指導すること。
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② 移動運転者が移動先営業所の運行管理者又は補助者と対面又は点呼告示において

規定する方法で点呼を実施した場合は、移動元営業所の補助者との「電話その他の

方法」による点呼に代えることができるものとし、貨物自動車運送事業輸送安全規

則の解釈及び運用について（平成６年 月 日付け国自貨第 号、国自安第

号、国自整第 号）第１８条第５項の規定に準じて行うものとする。

５ 「整備管理」は、原則、移動元営業所で行うものとするが、移動先営業所において整

備管理業務の履行補助（日常点検等）を行うことを認める。後者の場合、移動先営業所

はその状況についてその都度電磁的記録により移動元営業所に共有すること。なお、

移動するにあたっての留意事項を以下①～③に示す。

① 整備管理を実施するための規程の内容は、関係する営業所間で管理が繁雑となら

ないよう配慮するとともに、一定期間移動するにあたって必要な内容となってい

ること。

② 移動車両は移動先営業所の自動車車庫に留め置くことから、車両全てを収容でき

る広さを有するものでなければならない。

③ 移動先営業所が自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域に

おける総量の削減等に関する特別措置法（平成四年法律第 号）第６条第１項及

び第８条第１項に規定する特定地域内に存する場合には、同法第１２条第１項に

規定する窒素酸化物排出基準及び粒子状物質排出基準に適合するものでなけれ

ばならない。

６ 移動車両の状況を容易に把握できるよう、移動期間及び移動車両を特定する情報（自

動車登録番号等）を関係する営業所において直近１年間保存すること。

７ 上記各号に係る業務については、その対象営業所や、運行管理及び整備管理の方法に

ついて、運行管理規程及び整備管理規程に明確に定めること。また、移動運転者に関す

る運行管理の責任及び移動車両に関する整備管理の責任は移動元営業所が負うものと

する。

３． 違反行為の防止

（１）上記２各号が適切に実施されるよう、地方貨物自動車運送適正化事業実施機関（以

下「地方実施機関」という。）との連携を一層緊密にされたい。

（２）地方実施機関からの通報等により、上記２各号のいずれかに反する行為を行ってい

ると疑われる事業者に対しては、必要に応じ、貨物自動車運送事業法（平成元年法律第

号）第６０条第１項の規定による報告の徴収又は同条第４項の規定による立入検査

を行うこととする。

（３）（２）のほか、監査等により、上記２各号のいずれかに反する事実が確認された場合

には、違反営業所に対し、貨物自動車運送事業法第３３条に基づく処分等を厳正に行う

こととする。

15―　―

ながさき　　トラック広報　2024－10



「貨物⾃動⾞運送事業者に対し⾏政処分等を⾏うべき違反⾏為 
及び⽇⾞数等について」の⼀部改正について 

 
今般、国⼟交通省物流・⾃動⾞局貨物流通事業課⻑、安全政策課⻑、⾃動⾞整備課⻑の

連名により、「貨物⾃動⾞運送事業者に対し⾏政処分等を⾏うべき違反⾏為及び⽇⾞数等
について」の⼀部が改正され、全ト協を通じて周知依頼がありましたのでお知らせいたし
ます。 
 
【主な改正点】 
飲酒運転に係る⾏政処分基準の強化に伴い、以下の点が新設 
●指導監督義務違反 
酒酔い・酒気帯び運⾏が⾏われた場合において、飲酒が⾝体に与える影響、飲酒運転、酒
気帯び運転の禁⽌に係る指導が未実施（初違反：１００⽇⾞、再違反：２００⽇⾞） 
●点呼の実施違反 
酒酔い・酒気帯び運⾏が⾏われた場合において、点呼が未実施（初違反：１００⽇⾞、再
違反：２００⽇⾞） 
 
勤務時間等告⽰の遵守違反、点呼の未実施について、処分量定の引上げ 
●勤務時間等告⽰の遵守違反 
〇改正前 
未遵守計１６件以上（初違反：２０⽇⾞、再違反：４０⽇⾞）※最⼤ 
〇改正後 
未遵守計６件以上（初違反：未遵守１件当たり２⽇⾞、再違反：未遵守１件当たり４⽇
⾞）※違反件数に⽐例した処分の導⼊ 
 
●点呼の未実施 
〇改正前 
未実施５０件以上（初違反２０⽇⾞、再違反 ４０⽇⾞）※最⼤ 
〇改正後 
未実施２０件以上（初違反：未実施１件当たり１⽇⾞、再違反：未実施１件当たり２⽇
⾞）※違反件数に⽐例した処分の導⼊ 

 

※詳細につきましては、全ト協ホームページに掲載されております。 

トップページ＞会員の皆様へ＞安全対策＞「貨物⾃動⾞運送事業者に対し⾏政処分等を⾏
うべき違反⾏為及び⽇⾞数等について」の⼀部改正について 

「貨物自動車運送事業者に対し行政処分等を行うべき違反行為
及び日車数等について」の一部改正について
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　標記の件について、長崎労働局より周知依頼がありましたのでお知らせいたします。

長労発基0912第１号
令和 6年 9月 1 ２ 日

各 団 体 の 長　殿
長 崎 労 働 局 長

長崎県最低賃金の改正に係る周知・広報について（依頼）
　　時下ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。
　労働行政の推進につきましては、平素より格別の御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　長崎県最低賃金につきましては、現在「 1時間898円」と定められておりますが、今般、長崎地方
最低賃金審議会の答申を受け、最低賃金法第1２条に基づき長崎県最低賃金を「 １時間9５３円」（55円引
上げ）とする改正の決定を行い、令和 6年１０月１２日㈯から発効することとなりました。
　また、「長崎県最低賃金」と「特定（産業別）最低賃金」の両方の最低賃金が同時に適用される場
合には、高いほうの最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。したがって、「長崎県はん
用機械器具、生産用機械器具製造業最低賃金」、「長崎県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具製造業最低賃金」、「長崎県船舶製造・修理業、舶用機関製造業最低賃金」の取
り扱いについては、令和 6年10月11日までは、改正前の長崎県最低賃金が適用されますが、令和 6年
10月1２日以降は改正後の長崎県最低賃金が適用されることとなるため、時間額953円の金額以上の賃
金を支払わなければなりません。
　このため、当局においては、新たな最低賃金額の履行確保のため、使用者及び労働者等に対し集中
的に広報活動を展開することとしております。
　つきましては、貴職におかれましても、最低賃金制度の趣旨を御理解の上、最低賃金額等の周知に
関し、貴機関発行の広報誌・ホームページ等への記事掲載につきまして、格別の御協力を賜りますよ
うお願い申し上げます。

　なお、国においては賃金引上げを支援する「業務改善助成金」等の各種支援策（下記QRコード参
照）を行っており、可能であれば併せて周知をお願いいたします。

賃金引き上げを支援する各種支援施策

長崎県最低賃金の改正に係る
周知・広報について（依頼）
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全ト協だより

　全日本トラック協会において、例年のとおり標記表彰が行われますので、下記により表彰該当者を

推薦されるようお願いします。

記

１ ．選 考 基 準　業務に精励し、成績優秀にして事業の発展に寄与した功績が顕著な者で、次の基準

に該当するもの。

　⑴　感謝状

　　①トラック運送事業及び運送取扱事業の役員として２0年以上その業務に精励し、当該事業の発展

に寄与し、その功績が顕著な満50歳以上の者

　　②事業者団体の役員として15年以上その業務に精励し、当該事業の発展に寄与し、その功績が顕

著な満50歳以上の者

　⑵　表彰状

　　①運転者として30年以上勤務し、成績優秀な者

　　②事業者団体の職員として２0年以上その業務に精励し、当該事業の発展に著しく寄与し、その功

績が顕著な者

　　③危難を顧みず職責を遂行し、又は、重大事故を未然に防止し、その功績が顕著な者

　　④有益な発明、考案、改良又は研究を行い運送業務に著しい貢献をした者

２ ．提 出 書 類

　　功績調書、履歴書、その他参考となる資料

３．提 出 期 日

　　令和 6年１１月２５日㈪までに県ト協（担当　本村）へ郵送または持込

※受章が決まりましたら来年度（令和 7年度）の定時総会で表彰する予定です。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規規程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程にににににににににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」のののののののののののののののののののののの推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦ににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててて
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　令和 6年 9月10日から長期プライムレートの引上げに連動して、近代化基金融資の貸出利率が次の

とおり変更された旨、全ト協を通じて取扱金融機関から通知がありましたのでお知らせ致します。

記

１．貸付利率

期　　　間 現行（改定前） 改定後

₁年以上～₃年以内

1.65％ １.7０％₃年超～₇年以内

₇年超～ １０ 年以内

₂．実施日

　　令和 6年 9月１０日

近代化基金融資貸出金利の
変更について
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軽油価格の調査結果（ 7月分）
　 7月中の軽油価格調査を実施した結果は次のとおりであります。購入契約の参考に利用して下さい。

₁．単純集計価格
区　分地区名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

九州（沖縄除） 1２5.79 116.40 1２7.90
全国（沖縄除） 1２4.65 115.30 1２5.２0

₂．元売別集計価格〈九州（沖縄除）〉
区　分元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

ＥＮＥＯＳ 1２9.16 116.35 1２8.90
出光昭和シェル 1２6.60 116.04 1２5.２6
キ グ ナ ス
コ ス モ 1２4.00 115.75 138.00
そ の 他 1２0.51 116.97 1２7.２6

₃．月間購入量別価格〈九州（沖縄除）〉
区　分月間購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロ
リットル未満 1２6.２6 116.36 1２8.76
30～50キロ
リットル未満 119.01 117.80
50～100キロ
リットル未満 116.00 115.01 115.70
100キロ
リットル以上 115.46 1２9.60

₄．支払期限別価格〈九州（沖縄除）〉
区　分支払期限 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30 日 未 満 1２8.37 119.11 1２２.87
30～60日未満 1２3.97 116.37 1２8.68
60 日 以 上 130.0２ 114.45 115.70

₅．軽油価格推移〈九州（沖縄除）〉
区　分月　別 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

２0２4 年 3 月 1２5.57 115.44 1２6.91
２0２4 年 4 月 1２7.２4 117.06 1２6.67
２0２4 年 5 月 1２6.34 116.97 1２5.63
２0２4 年 6 月 1２6.74 117.5２ 1２7.30
２0２4 年 7 月 1２5.79 116.40 1２7.90

※消費税抜きの価格
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国交省認定機関による運行管理者等講習の実施について

【申込方法】
　各実施機関のホームページから予約、または別紙の「受講申込書」に必要事項を記入の上、FAX
してください。
　　㈱おんが自動車学校　FAX：093－２93－２4２7	 TEL：093-293-2359
　　㈲新西海自動車学校　FAX：0959－２7－1778	 TEL：0959-27-0136
	　	（独法）自動車事故対策機構（ナスバ）長崎支所　TEL：095-821-8853
　　※	自動車事故対策機構は、ホームページ（https://www.nasva.go.jp/）から、インターネットで予

約システムにてご予約ください。
【受講手数料】
　基礎講習：8，900円
　一般講習：３，２００円（協会会員は、全額助成金が適用されます。）
　なお講習開始後の返金はできません。当日会場受付にて、なるべくお釣りのないようお願いします。
【持ってくるもの】
　運行管理者講習手帳（講習手帳をお持ちでない方は、写真 1枚「縦3．0cm×横２．4cm」※サイズ厳守）
筆記用具、インターネット予約確認書又は一般講習受講予約申込書 ( ※自動車事故対策機構のみ）
【受付時間及び講習時間】※講師等の都合により時間が変更になることもあります。

実施機関 受付時間 区分 講習時間

おんが自動車学校 9：00～ 9 ：30 基礎講習
1日目 10：00～17：00

※9：30～オリエンテーション

２ 日目 10：00～17：00
3 日目 10：00～15：30

一般講習 9：30～16：00

新西海自動車学校 9：30～10：00 基礎講習
1日目 10：00～17：00
２ 日目 10：00～17：00
3 日目 10：00～15：30

一般講習 10：00～16：30
※自動車事故対策機構主催分はお問い合わせください。

１．基礎講習　

回数 実施日 実施場所 定員 主　　催

第１回 5月２9日㈬～31日㈮ 長崎市「県ト協研修会館」 80名 おんが自動車学校

第２回 6月18日㈫～２0日㈭ 佐世保市「佐世保市労働福祉センター」 50名 新西海自動車学校

第３回 6月19日㈬～２1日㈮ 長崎市「TBM長崎ビル　地下会議室」 36名 自動車事故対策機構　長崎支所

第４回 7月 1日㈪～ 3日㈬ 長崎市「県ト協研修会館」 50名 新西海自動車学校

第５回 7月 ２日㈫～ 4日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 6 名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第６回 11月 6 日㈬～ 8日㈮ 長崎市「県ト協研修会館」 80名 おんが自動車学校

第７回 11月1２日㈫～14日㈭ 佐世保市「佐世保市労働福祉センター」 50名 新西海自動車学校

第８回 1２月 3 日㈫～ 5日㈭ 長崎市「県ト協研修会館」 50名 新西海自動車学校

第９回 【予定】 1 月２9日㈬～31日㈮ 長崎市「TBM長崎ビル　地下会議室」 36名 自動車事故対策機構　長崎支所

★は講師資格者の下、事前収録した動画を視聴する形式
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２ ．一般講習　

回数 実施日 実施場所 定員 主　　催

第 1回 4月２5日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 1２名 自動車事故対策機構　長崎支所
第 ２回 5月16日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 1２名 自動車事故対策機構　長崎支所
第 3回 5月２8日㈫ 長崎市「県ト協研修会館」 80名 おんが自動車学校
第 4回 6月10日㈪ 長崎市「県ト協研修会館」 80名 新西海自動車学校
第 5回 6月13日㈭ 五島市「福江文化会館」 30名 新西海自動車学校
第 6回 6月14日㈮ 新上五島町「有川鯨賓館」 ２0名 新西海自動車学校
第 7回 6月２4日㈪ 佐世保市「佐世保市労働福祉センター」 50名 新西海自動車学校
第 8回 6月２7日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 1２名 自動車事故対策機構　長崎支所
第 9回 7月５日㈮ 大村市「サンスパおおむら」 40名 新西海自動車学校
第10回 7 月12日㈮ 佐世保市「アルカス SASEBO　３階会議室」 30名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第11回 7 月19日㈮ 佐世保市「佐世保市労働福祉センター」 50名 新西海自動車学校
第1２回 7 月24日㈬ 島原市「有明文化会館」 80名 新西海自動車学校
第13回 7 月25日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 18名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第14回 7 月30日㈫ 時津町「北部コミュニティセンター」 50名 新西海自動車学校
第15回 8 月 8 日㈭ 平戸市「田平町民センター」 30名 新西海自動車学校
第16回 8 月22日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 18名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第17回 8 月27日㈫ 長崎市「県ト協研修会館」 80名 新西海自動車学校
第18回 8 月29日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 18名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第19回 9 月 3 日㈫ 大村市「サンスパおおむら」 40名 新西海自動車学校
第２0回 9 月13日㈮ 時津町「北部コミュニティセンター」 50名 新西海自動車学校
第２1回 10月10日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 18名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第２２回 10月12日㈯ 佐世保市「佐世保市労働福祉センター」 50名 新西海自動車学校
第２3回 10月17日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 18名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第２4回 10月23日㈬ 長崎市「県ト協研修会館」 80名 新西海自動車学校
第２5回 10月31日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 18名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第２6回 11月 5 日㈫ 長崎市「県ト協研修会館」 80名 おんが自動車学校
第２7回 11月 7 日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 18名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第２8回 11月17日㈰ 西海市「新西海自動車学校」 30名 新西海自動車学校
第２9回 11月21日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 18名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第30回 12月 ２ 日㈪ 長崎市「県ト協研修会館」 80名 新西海自動車学校
第31回 12月 5 日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 18名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第3２回 12月12日㈭ 長崎市「TBM長崎ビル11階　ナスバ長崎支所」 18名 自動車事故対策機構　長崎支所 ★

第33回 12月18日㈬ 北松佐々町「佐々町文化会館」 30名 新西海自動車学校
第34回 1 月10日㈮ 大村市「サンスパおおむら」 40名 新西海自動車学校
第35回 1 月30日㈭ 長崎市「県ト協研修会館」 80名 おんが自動車学校
第36回 ２ 月28日㈮ 長崎市「県ト協研修会館」 80名 おんが自動車学校

★は講師資格者の下、事前収録した動画を視聴する形式
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基礎講習　受講申込書
西暦　　　　　年　　　月　　　日

ＦＡＸ
▲

事業所名：
事業所〒：　　　　－
事業所住所：
申込責任者：
連絡先 (TEL)　　　　－　　　－　　　　(FAX)　　　－　　　－　　　

事業の種類
(該当するものに○) バス ハイ・タク トラック

( 軽貨物を含む )
その他

(　　　　　)

ふりがな
受講者の氏名

事業用自動車の
運行管理者経験が
1 年未満の者
(○印をする )

受講の目的
(○印をする ) (○印をする )(○印をする )

現在の職名 手帳の有無 受講希望月日

1. 運行管理者選任要件を得る
2. 運行管理者試験資格取得
3. 補助者の選任要件を得る
4. その他 (　　　　　　　)

有・無
　　月　日
より 3 日間

1 年未満

1. 運行管理者選任要件を得る
2. 運行管理者試験資格取得
3. 補助者の選任要件を得る
4. その他 (　　　　　　　)

1. 運行管理者
2. 補助者
3. その他

有・無
　　月　日
より 3 日間

1 年未満

1. 運行管理者選任要件を得る
2. 運行管理者試験資格取得
3. 補助者の選任要件を得る
4. その他 (　　　　　　　)

有・無
　　月　日
より 3 日間

1 年未満

1. 運行管理者選任要件を得る
2. 運行管理者試験資格取得
3. 補助者の選任要件を得る
4. その他 (　　　　　　　)

有・無
　　月　日
より 3 日間

1 年未満

＊現在の職名欄中、「運行管理者」とは運輸支局長 ( 沖縄にあっては陸運事務所長 ) に選任の届出を行ったものとする。

運行管理者試験を受験予定の方は、以下の□に✓を記入して下さい。
運行管理者試験センターへの受講名簿提出と基礎講習修了書 ( 複写 ) の送付に同意する

＊＊ご確認ください＊＊

1. 運行管理者
2. 補助者
3. その他

1. 運行管理者
2. 補助者
3. その他

1. 運行管理者
2. 補助者
3. その他

（ 男 ・ 女 ）

（ 男 ・ 女 ）

（ 男 ・ 女 ）

（ 男 ・ 女 ）

＊修了書の作成間違い防止の為、氏名は丁寧にお書き頂き、また性別は〇で囲んでください。

①番

②番

③番

④番

①番の方：□　②番の方：□　③番の方：□　④番の方：□

（ 男 ・ 女 ）

申込責任者メールアドレス：　　　　　　　　　＠　　

（西暦生年月日）

（西暦 　　 　年　　月　　日）

（西暦 　　 　年　　月　　日）

（西暦 　　 　年　　月　　日）

（西暦 　　 　年　　月　　日）

全日本トラック協会指定　福岡/佐賀/長崎/熊本/大分/宮崎/鹿児島/沖縄　各県トラック協会指定



①番

②番

③番

④番

（ 男 ・ 女 ）

（ 男 ・ 女 ）

（ 男 ・ 女 ）

（ 男 ・ 女 ）

（ 男 ・ 女 ）

＊修了書の作成間違い防止の為、氏名は丁寧にお書き頂き、また性別は〇で囲んでください。

（西暦生年月日）

申込責任者メールアドレス：　　　　　　　　　＠　　

（西暦 　　 　   年  　  　月   　 　日）

（西暦 　　 　   年  　  　月   　 　日）

（西暦 　　 　   年  　  　月   　 　日）

（西暦 　　 　   年  　  　月   　 　日）

全日本トラック協会指定　福岡/佐賀/長崎/熊本/大分/宮崎/鹿児島/沖縄　各県トラック協会指定

西暦　　　　年　　月　　日



基礎講習受講予約申込書
のうのうｍぴ平成

申込日 令和 年 月 日

フ リ ガ ナ

事業所名 （営業所名）

〒 －

事業所住所

申込責任者名

連絡先（ ） （ ）
※受付完了後に「受付済」の印を押して返信 をしますので必ずご記入下さい。

フ リ ガ ナ 希望する

講習の種類

（番号○印）

受講の目的

（番号○印）

講習手帳

の有無

（○印）

受講の情報

提供の同意

（☑印）

受 講 日受講者の氏名

（生 年 月 日 ）

１ 旅 客

２ 貨 物

１ 運行管理者試験受検資格

２ 運行管理者選任要件

３ 補助者選任要件

４ その他

有 ・ 無

□同意する

□同意しない

月 日

～

月 日
昭和 ・平成 年 月 日

１ 旅 客

２ 貨 物

１ 運行管理者試験受検資格

２ 運行管理者選任要件

３ 補助者選任要件

４ その他

有 ・ 無

□同意する

□同意しない

月 日

～

月 日
昭和 ・平成 年 月 日

１ 旅 客

２ 貨 物

１ 運行管理者試験受検資格

２ 運行管理者選任要件

３ 補助者選任要件

４ その他

有 ・ 無

□同意する

□同意しない

月 日

～

月 日
昭和 ・平成 年 月 日

１ 旅 客

２ 貨 物

１ 運行管理者試験受検資格

２ 運行管理者選任要件

３ 補助者選任要件

４ その他

有 ・ 無

□同意する

□同意しない

月 日

～

月 日
昭和 ・平成 年 月 日

１ 旅 客

２ 貨 物

１ 運行管理者試験受検資格

２ 運行管理者選任要件

３ 補助者選任要件

４ その他

有 ・ 無

□同意する

□同意しない

月 日

～

月 日
昭和 ・平成 年 月 日

注１）個人でお申し込みの方は、事業所名欄に個人名を、事業所住所欄に本人住所を記入して下さい。

注２）「受講の情報提供の同意」とは、受験資格確認事務の円滑を図るため、運行管理者試験センターへの講

習受講の情報提供を行なうものです。また、国土交通省へも受講情報を提供いたします。

注３）平成２７年度から、旅客試験は旅客の基礎講習、貨物試験は貨物の基礎講習の受講が受験資格となります。

※ウイルス感染対策については各人でマスク着用等行って下さい。

※講習会場は自動車学校ではありませんのでお間違いのないようにお願いいたします。

ＦＡＸ送信先 ０９５９－２７－１７７８

※ 

新 西 海 自 動 車 学 校
西海市西彼町上岳郷１２３８－３ ＴＥＬ ０９５９－２７－０１３６

○受 付 時 分～ 時 分 ○会 場 長崎県トラック協会 ・ 佐世保市労働福祉センター

○講習時間 時 分～ 時 分（最終日は 時 分まで）※手帳をお持ちでない方は写真（ × ）１枚をご用意下さい

 

（ 受 付 済 印 ）

※ 申 込 先 ※

ＦＡＸ



一般講習受講予約申込書
のうのうｍぴ平成申込日 令和 年 月 日

フ リ ガ ナ

事業所名 （営業所名）

〒 －

事業所住所

申込責任者名

連絡先（ ） （ ）
※受付完了後に「受付済」の印を押して返信 をしますので必ずご記入下さい。

事業所の種類
（○印をする）

バ ス ハイ・タク トラック
その他

（ ）

フ リ ガ ナ
現在の職名

（番号○印）

運行管理者

選任年月日

指導講習手帳
の有無
（○印）

受 講日受講者の氏名

（生 年 月 日 ）

１ 運行管理者

２ 補助者

３ その他

昭和 ・平成 ・令和

年 月 日
有 ・ 無 月 日

昭和 ・平成 年 月 日

１ 運行管理者

２ 補助者

３ その他

昭和 ・平成 ・令和

年 月 日
有 ・ 無 月 日

昭和 ・平成 年 月 日

１ 運行管理者

２ 補助者

３ その他

昭和 ・平成 ・令和

年 月 日
有 ・ 無 月 日

昭和 ・平成 年 月 日

１ 運行管理者

２ 補助者

３ その他

昭和 ・平成 ・令和

年 月 日
有 ・ 無 月 日

昭和 ・平成 年 月 日

１ 運行管理者

２ 補助者

３ その他

昭和 ・平成 ・令和

年 月 日
有 ・ 無 月 日

昭和 ・平成 年 月 日

注１）「運行管理者選任年月日」欄中の「運行管理者」とは、運輸支局長に選任届けがなされている方です。

注２）運行管理者講習の受講の情報は、国土交通省に提供いたします。

※ウイルス感染対策については各人でマスク着用等行って下さい。

※講習会場は開催日によって異なりますのでお間違いのないようにお願いいたします。

ＦＡＸ送信先 ０９５９－２７－１７７８

※ 

新 西 海 自 動 車 学 校
西海市西彼町上岳郷１２３８－３ ＴＥＬ ０９５９－２７－０１３６

（ 受 付 済 印 ）

○受 付 時 分～ 時 ○会 場 長崎県トラック協会 ・ 佐世保市労働福祉センター ・ サンスパおおむら

○講習時間 時 分～ 時 分 時津北部ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ ・ 有明文化会館 ・ 田平町民ｾﾝﾀｰ ・ 佐々町文化会館

福江文化会館 ・ 鯨 賓 館 ・ 新西海自動車学校

 

※ 申 込 先 ※

ＦＡＸ



　去る 9月18日㈬13時30分から、長崎市松原町「県ト協研修会館」において、委員1２名が出席し、総

務委員会を開催しました。

　委員会は、事務局の開会で始まり、永野副会長の挨拶があり、議長に井石委員長を選出し、上程さ

れた議案について審議され、一部修正の意見が出され、それ以外は原案どおり承認されました。

第 2回総務委員会の開催状況について

永野副会長

田川副委員長・井石委員長

29―　―
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日時　令和 6 年 9 月25日㈬　１2：35～１3：20

場所　長崎市松原町265１－ 3 「県ト協研修会館」

出席者　馬場会長ほか29名

協議事項

⑴　新規加入事業者等の承認について

⑵　令和 6 年度「トラックの日」の行事について（案）

⑶　定款第１4条に基づく業務報告について

⑷　令和 6 年度近代化基金融資推薦について

⑸　協会運営のあり方検討会（仮称）の設置について（案）

⑹　適正化事業調査員規程（案）について

報告事項

⑺　各種委員会の委員変更について

⑻　令和 6 年度安全性評価事業の申請受付等について

⑼　第38回長崎県トラックドライバーコンテストの結果について

⑽　令和 6 年度運輸業界合同企業説明会について

その他

　理事会は、浦川総務部次長の開会と定足数の報告で始まり、議長に馬場会長を選出し、上程された

議案について審議され、原案どおり承認されました。

第２回理事会及び交付金運営委員会の開催状況について

馬場会長
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令和 6年度　第 1回
自動車運送事業者自動車無事故表彰について

　九州運輸局では、九州内の自動車運送事業者の自動車無事故を達成させることにより、その保安の

確立を期することを目的に標記表彰を行っており、今回は、トラック事業者 8 社、バス事業者 6 社の

計14社が表彰を受けました。

　長崎県内では、製罐陸運 株式会社（長崎市矢上町）と株式会社 東部運輸（佐世保市江上町）の 2

社が受賞となり、 9 月 5 日㈭に長崎運輸支局にて三木次長より製罐陸運 株式会社　塚本敏代表取締

役と株式会社 東部運輸　古川智憲代表取締役に九州運輸局長の表彰状が伝達されました。

三木次長より表彰を受ける製罐陸運㈱　塚本社長 三木次長より表彰を受ける㈱東部運輸　古川社長

31― 　 ―

ながさき　　トラック広報　2024－10



　引越専門部会では、長崎市松原町「県ト協研修会館」において、 9 月 9 日㈪１0時より、引越基本講

習、１0日㈫１0時より、引越管理者講習を開催しました。

　講習会は、基本、管理者ともに（公社）全日本トラック協会輸送事業部　柴崎次長より、引越業界

の現状、クレーム対応、接客マナー、引越運送約款他について説明があり、管理者講習ではグループ

に分かれ、事例などの検討を行い各社の取組状況について発表を行い、大変有意義な講習になりまし

た。

「引越基本講習・引越管理者講習」の開催状況について

基本講習

管理者講習
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高齢運転者安全運転研修の開催状況について
　去る令和 6 年 9 月１１日㈬西海市の新西海自動車学校において、標記研修を開催しました。

　この研修は、長年の運転経験から無意識的に繰り返される運転上の不安定行動や、加齢に伴う運転

技術の低下等について、適性検査や技能実習を受けることにより、安全に対する意識向上や行動改善

に取り組み事故防止につなげることを目的とした、おおむね60歳以上の運転者を対象とした研修で、

会員事業者１6名が参加しました。

　座学では、高齢運転者の事故の特徴や、加齢に伴う健康管理の重要性、飲酒運転による重大事故等

についてデータや映像から学びました。また、運転性格診断で自己の性格を改めて認識すると共に、

視力検査・視野検査を行い、視野障害に対する正しい知識を確認しました。

　実技では、普通車や大型車・中型車等の日頃乗務している車種に乗車し、危険回避走行や隘路侵入

走行等を行い、的確な認知・判断と適切なハンドル操作ができているか、定められた指定位置に安全

かつ正確に駐車できるか、等を確認し改めて安全運転に対する意識向上が図られました。
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令和６年度助成事業について 

１．主な留意点 

①全助成事業で事前申請としています。（健康診断受診促進助成事業を除く） 
＜申請の流れ＞ 装置、⾞両の導⼊前、⾃動⾞学校への申込前に申請 ⇒ 交付決定 ⇒ 導⼊、免許等取得 ⇒ 実績報告 ⇒ 助成⾦交付 

 
 ②装置関係は指定の機器があります。詳細は協会へお問い合わせください。 

③申 請 期 間︓７／１（⽉）〜１２／２０（⾦） ※免許等取得促進助成事業は１／３１（⾦）まで 
実績報告期限︓２／２１(⾦)  ※運転記録証明書促進助成・適性診断受診促進助成事業は３／１９（⽔）まで 
3 ⽉導⼊・実施分は助成の対象外となりますので、助成を希望される場合は計画的な導⼊を⾏って下さい。 

２．助成事業⼀覧  
助成事業 概 要

ドライブ 
レコーダー 

事業内容 別に定める対象⾞載器の導⼊について、装置の機能に応じた助成⾦を交付します。（国補助⾦との併⽤は不可） 
申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21

対象機器・装置 全⽇本トラック協会が標準型、運⾏管理連携型に指定した機器
助成⾦額 標準型︓機器価格(税抜)の１/２（上限５千円／台） 運⾏管理連携型︓機器価格(税抜)の１/２（上限１万円／台） 

安全装置等 

事業内容 別に定める対象機器の導⼊について、助成を⾏います。（国補助⾦との併⽤は不可）
申請期間 申請期間︓令和 6.7.１〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21

対象機器・装置 ①後⽅視野確認⽀援装置 ②側⽅視野確認⽀援装置 ③側⽅衝突監視警報装置 ④アルコールインターロック ⑤ＩＴ点呼に
使⽤するアルコール検知器 ⑥トルクレンチ ⑦⾃動点呼機器

助成⾦額 ①②④⑤︓機器価格(税抜)の１/２(上限 2 万円／台) ③機器価格(税抜)の 1/2（上限 10 万円）⑥取得価格(税抜)の 1/2(上限
3 万円) ⑦導⼊費⽤（周辺機器、セットアップ費⽤及び契約期間中のサービス利⽤料を含む）(上限 10 万円)

その他条件等 

＊②③は、⾞両総重量 7.5 トン以上の事業⽤トラックに装着した場合に限る。 
＊③をトラクタ・トレーラに装着する場合は、トラクタの第 5 輪荷重が 8.5 トン以上のものに限る。  
＊⑤は、ＩＴ点呼に使⽤するアルコール検知器については、Ｇマーク取得事業所に限る。 
＊⑥は、600Ｎ･m 以上の締め付け能⼒を有するもの 1 事業所 1 台 ⑦は、1 事業者 1 台ただしＧマーク取得事業者は 2 台 

アルコール 
検知器 

事業内容 アルコール検知器の導⼊について、助成を⾏います。 
申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21

対象機器・装置 全ての機器が対象 ＊協会では特定の機種を指定や推薦することはありません
助成⾦額 機器価格(税抜)の１/２（上限 2 万円／台）

その他条件等 ＊Ｇマーク事業所におけるＩＴ点呼に使⽤するアルコール検知器については、安全装置として助成を⾏います。 
＊来年度以降の助成事業継続が未定の為、今年度中の導⼊を促進します

⾎圧計 
事業内容 ⾎圧計を導⼊した場合、助成⾦を交付します。※助成対象機器等については全ト協基準に準じます。
申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21
助成⾦額 1 台あたり装置の取得価格の 2 分の 1（上限 5 万円／台）

ＳＡＳ 
スクリーニング 

検査 

事業内容 指定する検査・医療機関で健康保険適⽤外である第１次検査および第２次検査を受検する際、助成⾦を交付します。 
申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21
助成⾦額 第１次検査および第２次検査の合計費⽤の半額（上限２，５００円／⼈）

安全運転研修 

（ドライバー等 
安全教育訓練 

促進） 

事業内容 指定研修施設にドライバー等を派遣し、安全運転教育（研修）を受講させた場合、助成を⾏います。

助成⾦額 

研修費（宿泊費等含）の全額⼜は⼀部及び交通費（離島地区外 5 千円、離島地区 1 万円） 
①⼀般運転者・初任運転者・指導監督者研修（１泊２⽇）︓55,440 円（受講料の全額）＋交通費 
②⼀般・初任ドライバー研修（２泊３⽇）︓53,900 円（受講料 77,000 円の７割）＋交通費 ⇒全ト協特別研修 
③添乗・指導管理者研修（２泊３⽇）︓53,900 円（受講料 77,000 円の７割）＋交通費 ⇒全ト協特別研修 
＊受講料に対する助成⾦は研修実施機関へ直接交付 
＊②③について、Ｇマーク取得事業所の場合は受講料の全額助成（77,000 円）

助成上限 研修 1 回あたり 1 事業者 2 名まで

初任運転者 
特別指導講習会 

事業内容 協会が開催する指定研修にドライバー等を派遣し、安全運転研修を受講させた場合、助成を⾏います。
対象 特別指導教育（初任）の対象者

助成⾦額 研修費の全額 年１０回

⾼齢運転者 
安全運転研修 

事業内容 協会が開催する指定研修にドライバー等を派遣し、安全運転研修を受講させた場合、助成を⾏います。
対象 ６０才以上の⽅を対象としたカリキュラムとなります。※適齢運転者に対する特別指導には該当しません。

助成⾦額 
研修費の全額 
＊適齢診断を受診することが出来ます。 
＊講習受講料に対する助成⾦は研修実施機関へ直接交付

助成上限 研修 1 回あたり 1 事業者 2 名まで

健康診断 
受診促進 

事業内容 会員がその事業⽤⾃動⾞の運転者に対し、健康診断を受診させた場合、助成を⾏います。 
※助成対象者は事業⽤⾃動⾞の運転者に選任された者のみで、その他従業員等は助成対象ではありません。

申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 7.2.21 ※令和 6 年 4 ⽉以降の受診が助成対象です。
助成上限 ⾞両数の１．２倍まで
助成⾦額 運転者 1 名につき 1,500 円

安全性評価事業 
認定促進 

事業内容 安全性優良事業所の認定を受けた会員事業者に対し、ステッカーを助成（交付）します。
申請期間 申請期間︓認定公表から 2 週間以内

運転記録証明書 
取得促進 

事業内容 会員がその事業⽤⾃動⾞の選任運転者及び新規採⽤者に係る運転記録証明書を取得した場合、助成を⾏います。 
申請期間 申請期間︓令和 6.4.1〜令和 7.3.19
助成上限 当該事業所（県内営業所）に所属する事業⽤⾃動⾞の選任運転者及び採⽤運転者
助成⾦額 運転者 1 名につき 670 円
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助成事業 概 要

適性診断 
（特定） 

事業内容 適性診断（特定）の受診料の⼀部を助成します。 
申請期間 申請期間︓令和 6.4.1〜令和 7.3.19
対象診断 ①初任診断 ②適齢診断
助成⾦額 3,800 円 ＊助成⾦は診断実施機関へ直接交付

適性診断機器 
（⼀般） 

事業内容 別に定める指定適性診断機器を導⼊する場合、導⼊費⽤の⼀部を助成します。
申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21
助成上限 １台まで
助成⾦額 指定機器１台につき２０万円

環境対応⾞ 

実施主体 ①ＣＮＧトラック ②ハイブリッドトラック︓協調（県ト協、国、全ト協）
事業内容 環境対応⾞を導⼊する際、種別に応じて、助成を⾏います。

申請期間（県ト協） 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21

対象 ①ＣＮＧトラック ②ハイブリッドトラック ③電気⾃動⾞ ④燃料電池⾃動⾞ 
 ＊令和 6.4.1〜令和 7.2.21 までに導⼊（⽀払）が完了するもの

助成上限 １事業者１両まで
助成⾦額 ①ＣＮＧトラック ②ハイブリッドトラック ③電気⾃動⾞ ④燃料電池⾃動⾞ ※お問合せ下さい。

アイドリング 
ストップ 
⽀援機器 

事業内容 別に定める対象機器の導⼊について、装置の機能に応じた助成⾦を交付します。
申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21

対象機器・装置 ①蓄熱マット ②エアヒータ ③⾞載バッテリー式冷房装置

助成⾦額 
①蓄熱マット︓5,000 円 （全額︓県ト協） 
②エアヒータ︓機器価格の１/２ ＊上限 6 万円 （全額︓全ト協） 
③⾞載バッテリー式冷房装置︓機器価格の１/２ ＊上限 6 万円 （全額︓全ト協）

グリーン経営 
認証促進 

事業内容 グリーン経営認証制度において、認証・登録⼜は更新に要した費⽤のうち⼀部を助成します。
申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21
助成⾦額 新規７万円、更新５万円＊費⽤の合計が各助成額に満たないときはその⾦額まで

信⽤保証料 
事業内容 セーフティーネット関連の信⽤保証協会融資にかかる保証料について、助成を⾏います。
申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21
助成⾦額 保証料の１/２（県ト協︓１/4 全ト協︓1/4）※⼀年度⼀事業者あたり上限２０万円

免許等取得 

事業内容 会員がその従業員に対し、各種免許等を取得させる場合、助成を⾏います。
申請期間等 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 7.1.31 実績報告期限︓令和 7.2.21

助成⾦額 
準中型新規︓4 万円、準中型限定解除︓2 万 5 千円、特例教習︓受講費⽤(税抜)の 1/3(上限 10 万円)、 
⼤型・中型・けん引︓取得費⽤(税抜)の 1/2(上限:⼤型 15 万円、中型･けん引 10 万円)  
フォークリフト︓31 時間・35 時間講習 1 万円、11 時間・15 時間講習 ５千円

その他条件等 協会指定研修の受講（特例教習、フォークリフトを除く）

中⼩企業⼤学校 
事業内容 会員がその従業員等に対象となる中⼩企業⼤学校講座を受講させた場合、助成を⾏います。
申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限令和 7.2.21
助成⾦額 受講料の２/３（県ト協１/３・全ト協１/３）

働きやすい職場 
認証取得促進 

事業内容 働きやすい職場認証制度において、新規認証取得⼜は認証継続にかかる費⽤のうち⼀部を助成します。
申請期間 申請期間︓令和 6.7.1〜令和 6.12.20 実績報告期限︓令和 7.2.21
助成⾦額 新規 3 万円、継続２万円＊費⽤の合計が各助成額に満たないときはその⾦額まで

運⾏管理者 
⼀般講習 

事業内容 会員がその運⾏管理者等に運⾏管理者講習（⼀般）を受講させた場合、助成を⾏います。
助成⾦額 受講者 1 名につき 3,200 円

令和６年度近代化基⾦推薦融資申込公募の実施について 
１．公募期間 

令和 6 年 4 ⽉ 1 ⽇〜令和 7 年２⽉２８⽇（期⽇厳守） 
＊融資対象は、令和６年度（令和６年 4 ⽉ 1 ⽇〜令和７年 3 ⽉ 31 ⽇）に投資されるものに限ります。 

２．公募融資総枠︓６億円 
３．融資限度額︓各融資制度において、それぞれ定めます。 
４．融資利率︓商⼯中⾦所定の利率 
５．融資推薦対象者︓会員事業者及び協同組合等であり、商⼯中⾦と取引資格があるもの。 
６．取扱⾦融機関︓商⼯中⾦（⻑崎⽀店、佐世保⽀店）及び商⼯中⾦の代理店である信⽤組合 
７．融資対象資⾦について︓消費税は対象となりますが、その他の税⾦、登録費⽤、保険料等は対象外です。 
８．各融資制度の詳細は下表にてご確認下さい。 

＊協会ＨＰ（http://www/nata.or.jp）の助成事業ページにて申込書のダウンロードが可能です。 
⼀般融資 ポスト新⻑期融資

①融資対象事業 
・物流施設・福利厚⽣施設の整備に要する資⾦ 
・事務機器の購⼊、設備の補修・改修に要する資⾦ 
・荷役機械購⼊に要する資⾦   ・⾞両購⼊及び架装に要する資⾦ 
※運転資⾦は対象外です 

②融資推薦限度額 
・会員事業者︓２，０００万円 
・協 同 組 合︓４，０００万円（⼀事業者あたり 2,000 万円） 
※再融資の際、融資限度額から既往の融資残⾼を控除した額の範囲内での

推薦となります。 

③利⼦補給率︓０．５％ 

④償還期間︓１０年以内（⾞両は５年以内とする） 

⑤必要な添付書類︓⾒積書原本等（施設の場合は、別途平⾯図・⾒取図等）

①融資対象事業 
ポスト新⻑期規制⾞導⼊に要する資⾦（代替えを伴う必要はありません） 

②融資推薦限度額 
・会員事業者︓４，０００万円 
・協 同 組 合︓４，０００万円（⼀事業者あたり 2,000 万円） 
※再融資の際、融資限度額から既往の融資残⾼を控除した額の範囲内での 

推薦となります。ただし、ＮＯｘ融資(受付終了)の残⾼を引継ぎます。 

③利⼦補給率︓０．５％ 

④償還期間︓５年以内 

⑤必要な添付書類︓⾒積書原本等 
 
 

９．その他︓制度利⽤にあたり様々な注意点がありますので、必ず申込み前に協会までご相談下さい。 
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適性診断（初任･適齢）及び安全運転研修について 
 
令和６年度に実施する適性診断（初任・適齢）及び安全運転研修（講習）は下記のとおりです。 
お申込については直接各実施機関へ行って下さい。 
講習の受講料は無料（協会が全額助成）となりますが、各講習会の受講者数に制限がありますのでご注意下さい。 

【 適性診断（初任・適齢） 】 ＊開催予定表A  
  ①開催場所・講習実施機関︓新西海自動車学校東長崎事務所（長崎県トラック協会研修会館） 

②診断日︓毎月（２月,３月を除く）※開催予定表A参照 
  ③備考︓特定の運転者（新たに運転者として選任した者、６５才以上の運転者）が対象となる適性診断 

【 初任運転者向け 】 
・初任運転者特別指導講習会 ＊開催予定表B 

  ①開催場所・講習実施機関︓新西海自動車学校東長崎事務所（長崎県トラック協会研修会館） 
②講習日程︓2日間（年10回開催予定） 

  ③備考︓指導監督指針内容（12項目15時間）による座学（一部実車を用いた内容含む）での講習 

・安全運転研修（初任運転者コース） ＊開催予定表D 
  ①開催場所・講習実施機関︓おんが自動車学校（福岡県）  

②講習日程︓2日間（年５回開催予定） 
  ③備考︓指導監督指針内容（12項目15時間）及び安全確保に資する内容を含む実技を中心とした講習 

【 一般運転者向け 】＊開催予定表D 
・安全運転研修（一般運転者コース） 

  ①開催場所・講習実施機関︓おんが自動車学校（福岡県）  
②講習日程︓2日間（年５回開催予定） 

  ③備考︓指導監督指針内容（12項目）及びより安全確保に資する内容を含む実技を中心とした講習 

【 高齢運転者向け 】＊開催予定表C 
・高齢運転者安全運転研修 

  ①開催場所・講習実施機関︓新西海自動車学校（西海市）  
②講習日程︓１日間（年１回開催予定） 

  ③備考︓高齢運転者における安全運転意識向上及び運転技術の改善を図るための講習   
※おんが自動車学校で開催する研修では、一部内容が初任運転者、一般運転者の同時受講となります。 
 
開催予定表                     

※行事等により日程が変更となる場合があります。 ※全ト協指定コースについての詳細は協会へお問合せ下さい。  
お問合せ先 

長崎県トラック協会（担当︓佐藤・川浪）︓ＴＥＬ 095－838－2281／ＦＡＸ 095－839－8508 
新西海自動車学校 （担当︓横坂・植田）︓ＴＥＬ 0959－27－0136／ＦＡＸ 0959－27－1778 
おんが自動車学校 （担当︓江頭・山口）︓ＴＥＬ 093－293－2359／ＦＡＸ 093－293－2427 

 診断・講習種類 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月

A 適性診断（初任･適齢） 23・24 22 25・26 10 20・21 18 1・2 20 9・10 15 

B 
(新西海)初任運転者 
特別指導講習会 

25～26 23～24 27～28 11～12 22～23 19～20 3～4 21～22 11～12 16～17

C 高齢運転者安全運転研修      11     

D 
(おんが) 一般･初任運転者

貨物運転者研修 
 25～26  6～7  14～15 19～20   25～26

全

ト

協

指

定 

一般・初任運転者 13～15  22～24     16～18  18～20

添乗・指導管理者  18～20  20～22       

一般・事故再発防止       26～28    
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申 込 書
（適性診断・初任運転者特別指導講習）

申込日 令和 年 月 日

事業所名
（ フ リ ガ ナ ）

（営業所名）

〒 －

事業所住所

申込責任者名

連絡先（ ） （ ）
※受付完了後に「受付済」の印を押して返信 をしますので必ずご記入下さい。

 
 フ リ ガ ナ

適 性 診 断

診断種類に☑

受診日を記入

初 任 講 習

受講日を記入

☆適性診断受診日時

自動車学校記入欄
受 講 者 氏 名

生 年 月 日 年齢

１

□初任 □適齢

（ 月 日 ）

□受診しない

□受講する

月 日～ 月 日

□受講しない

月 日

時 分開始

昭和・平成 年 月 日 歳

２

□初任 □適齢

（ 月 日 ）

□受診しない

□受講する

月 日～ 月 日

□受講しない

月 日

時 分開始

昭和・平成 年 月 日 歳

３

□初任 □適齢

（ 月 日 ）

□受診しない

□受講する

月 日～ 月 日

□受講しない

月 日

時 分開始

昭和・平成 年 月 日 歳

【実施場所】 長崎県トラック協会研修会館 （新西海自動車学校東長崎事務所）

所在地：長崎市松原町２６５１－３

【適性診断お申し込みの方】
※「受診日時」は原則として申込順に自動車学校が決定し通知いたします。
※開始時間 分前にはお越しください。尚、時間に遅れた場合は受診できません。（受診時間は約 時間）
○持 参 品 ①運転免許証 ②受診料金 事業所負担 円 （残りは県トラック協会の助成となります）

【初任講習お申し込みの方】

○受付時間 ８：３０～ ９：００
○講習時間 ９：００～１７：３０
○持 参 品 筆記用具、ヘルメット及び手袋 （ 日目のみ必要）
○そ の 他 ・昼食（弁当）を希望される方は当日に受付いたします。

・申込期限は、開催日２日前 （ただし、定員になり次第締め切りとなります）

☆ウイルス感染対策については各人でマスク着用等行って下さい。

 
 

 
送信先 ０９５９ ２７ １７７８

※ 

（ 受 付 済 印 ）

新 西 海自動車学校
申 込 先

※実施場所ではありませんのでお間違いのないようお願いします

西海市西彼町上岳郷１２３８－３

０９５９ ２７ ０１３６

 

ＦＡＸ



貨物自動車ドライバー等安全運転研修 申込書 

【ドライビングアカデミーＯＮＧＡ（おんが自動車学校）用】 
 
公益社団法人 長崎県トラック協会長 殿 

会社住所 〒   - 

会社名称  

営業所名  

代表者名  

担当者名  担当者携帯  

連 絡 先 TEL FAX 

 弊社（店）従業員に対する安全運転研修を下記のとおり計画いたしましたので、申込書を提出致します。 
  

１．希望コース（希望するコースを１つ選び、選択欄に ○ 印を付けてください。研修日程は同じです。） 

№ 研 修 内 容 選択欄(〇印) 

1 一般運転者研修   2 日（13 時間）  
2 初任運転者研修   2 日（15 時間）  

  
２．受講者及び研修コース 

  ①希望研修コースは、上記１の 研修№ を記入してください。 
  ②受講者の日当交通費等については、助成の対象とはなっておりません。 

フ   リ   ガ   ナ 性

別 
年齢 生年月日 

採  用 
年月日 

希望研修コース 初任診断(希望者) 
別途診断料が必要です 受 講 者 氏 名 研修№ 講習日 

 男

女 

  

歳 

     年

 月  日

年

月  日
  

希望する・しない 

指導要領：要・不要 

 男

女 

  

歳 

     年

 月  日

年

月  日
  

希望する・しない 

指導要領：要・不要 

 
※交通費助成申請  該当地区に、☑印をつけてください。 

         □ 離島地区外：５千円   □ 離島地区（五島、上五島、壱岐、対馬）：１万円 

【 注 意 】 

 ※ 研修１回あたり１事業者２名まで 

※ 受講料（55,440 円）に係る助成金は協会から研修機関へ、交通費助成は会員へ交付します。 

※ 研修受講後は、速やかに実績報告書を提出して下さい。 

 ※ お申し込みは、当申込書を講習日の 10 日前までに、下記の研修施設へＦＡＸで提出してください。 

・ドライビングアカデミーＯＮＧＡ（おんが自動車学校）ＦＡＸ ０９３－２９３－２４２７ 

 ※ 研修のご案内は、研修日の 1週間前（前週の金曜日）にＦＡＸにてお送りいたします。 

 ※初任診断で指導要領（管理者用）がご必要な場合は別途、発行料金（２００円）をいただきます。 

                                                                                               
○事務処理欄（記入しないでください。）                    受付印 
 



　自分自身、管理者として、二度と起こしたく
ないと思った体験があります。あれは ７ 年前の
４ 月25日 AM １ ：00の深夜、私に一本の電話が
ありました。

「常務！Ｍさんが荷卸し中に倒れて、心肺が停
止しています！」
　という当社のドライバーからの一報で受けた
時は、何が起こったのか分からない状況でした。
その時連絡をくれたドライバーからの、「Ｍさ
んの顔色が紫色に変色している」という話から、
大阪の市場内での緊迫した時間が想像されまし
た。
　大阪市場には AED が常備されており、その
AED を使用して緊急病棟へ搬送されたことを、
ドライバーが倒れてから １ 時間後に教えてもら
いました。
　次の日の朝、ドライバーＭ
さんの家族を会社に招き、現
状を報告し、次のアクション
として私とＭさんの身内とで
急いで大阪の病院に向かいま
した。
　病院に着くと集中治療室に
移動され、全身に管が巻かれ
て寝ているＭさんの姿を目の
当たりにしました。その姿を
見た時の背筋が凍りつく感覚
を今でも覚えています。
　彼は糖尿病を患っており、
医者には定期的に通っていた
ため、心のどこかでは安心し
ていましたが、この状況を見た時に、もっと適
切なアドバイスができていれば、今回のような
状況を未然に防ぐことが出来たのではないかと
感じる部分が多くありました。
　医師からの話では、心肺停止が 5 分以内で
あったこと、AED を使用しての適切な処置が
あったことが最悪な状況を免れた要因でした。
　また、大阪市場内から搬送された病院まで距
離が短かったことで緊急手術がすぐに施すこと
ができたことも、一命をとりとめることが出来
た要因でした。
　心肺停止という最悪の状況の中で、運の良い
状況が重なったお陰でドライバーの一命をとり
とめることが出来たのが、本当に幸運であった

と感じました。
　Ｍさんには、その病気の後も定期的に病院に
通い、適切なアドバイスを受けながら継続的に
働いていただいております。
　日本においてトラックドライバーは、脳・心
臓疾患による過労死や健康起因事故が多い職種
です。
　またトラックドライバーは、脳・心臓疾患リ
スクである高血圧症、肥満、高脂血症、糖尿病
に関連する項目の定期健診での有所見率も高い
という結果が出ています。
　その要因の一つとして、ドライバーの健康障
害および過労状態と有意な関連のある夜間早朝
勤務への従事や、夜間運転の負担の重さがある
と示唆されています。

　その過酷な労働状況ゆえ、
長距離トラックドライバーに
は、年 2 回健康診断の受診が
義務付けられています。人の
身体は、様々な環境によって
変化していきます。医師の診
断で、病気の根源をいち早く
見つけ、長くドライバーを続
けられる環境を整えていくこ
とも、管理者として必要不可
欠な役割です。
　現在の長距離ドライバーは、
高齢化が進んでいる状況もあ
り、健康起因による事故が後
を絶ちません。仮に運行して
いる状況下で急に体調が悪く

なり、気を失ってしまった場合、取り返しのつ
かない大事故へと繋がっていくこともあるため、
もし今回のドライバーのＭさんが、運転中に意
識を失っていたらと思うと身の毛のよだつ恐怖
を感じました。
　これからもトラックドライバー全員に長く務
めていただくために、毎年 2 回の健康診断の受
診とその健康診断結果からの産業医のアドバイ
スを受けさせていきます。
　そして、健康起因によるリスクを極力減らし、
社員の命を守っていくことが、その家族の生活
を守ることに繋がることを肝に銘じて、ドライ
バーの健康を確りと管理していきます。

（全国トラック交通共済協同組合連合会　令和 ５年度事故防止対策体験記優秀賞入選作品）

ドライバー体験記

ドライバーの健康管理と 
管理者の使命

（東北）宮城エキスプレス㈱

宇都宮光博
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安全衛生推進者のための
労働災害防止対策セミナーの開催状況について

　陸災防長崎県支部では、令和 ６ 年 ９ 月12日㈭長崎県トラック研修会館において標記セミナーを開催

し、25名が参加しました。

　講師である陸災防本部の田畑裕司安全管理士により、労働安全衛生関係法令に基づき災害発生状況

や安全衛生推進者の職務、また管理規程等の実例を交えた説明があり、今後の資質向上への足掛かり

となる有意義なセミナーとなりました。

陸災防だより陸災防だより

田畑安全管理士
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最大50万円（一部自己負担金あり）のレッカー搬送費用を負担いたします。
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長崎ちゃんぽん……………759円（税込）
かつ丼………………………792円（税込）
中華飯………………………770円（税込）
トンカツ定食………………979円（税込）
エビフライ定食 ………1，012円（税込）
カツカレー…………………913円（税込）

各種定食・丼物・中華など豊富に
取り揃えております

7時～20時30分までご利用できます
（オーダーストップ 20時）
※土・日曜日のみ14時30分（オーダーストップ 14時）

6，400円（税込）
4，800円（税込）「朝食付」

3，600円（税込）

〒854‐0063諫早トラックステーション
長崎県諫早市貝津町1051‐12

TEL0957‐26‐8228 FAX0957‐26‐8236

大人 480円（税込）「小学生以下無料」
12時～22時まで（冬季10月～4月）
9時～22時まで（夏季5月～9月）

12時～22時まで

（トレーラ含）

／【Ｌ：】Ｓｅｒｖｅｒ／トラック広報　トラックステーションご案内／00 2022.09.26 14.47.18 Page 3

8 ， 0 0 0
6 ， 0 0 0

4 ， 5 0 0

5 2 0

8 5 0
9 0 0
8 3 0

1 ，2 0 0
1 ，3 0 0
1 ，0 0 0



分類 〇印欄 № 時　間 メディア 貸出可能数

1 21分 DVD 3

2 18分 DVD 3

3 21分 DVD 3

4 　初任運転者のためのトラックの安全運行 第4巻 ～危険予測運転の基本～ 21分 DVD 3

5 26分 DVD 1

6 18分 DVD 2

7 38分 DVD 2

8 22分 DVD 2

9 22分 DVD 2

10 30分 DVD 1

11 54分 DVD 1

12 　ドラレコ映像で学ぶ！事故の原因と対策 52分 DVD 1

13 25分 DVD 1

14 26分 DVD 1

15 29分 DVD 1

16 18分 DVD 1

17 21分 DVD 1

18 DVD 1

19 20分 DVD 1

20 DVD 1

21 22分 DVD 1

22 20分 DVD 1

23 DVD 6

24 27分 DVD 2

25 15分 DVD 1

26 DVD 1

27 DVD 1

28 　 一人でできる日常点検 17分 DVD 1

29 　 やっていますか安全点呼 18分 DVD 1

30    確実な点呼の実施方法 確認内容および留意点について 30分 DVD 2

31  ★ストップ！車輪脱落事故 ～タイヤ交換作業の手順と方法～ DVD 2

32 DVD 1

33  　睡眠時無呼吸症候群の早期発見、早期治療 24分 DVD 1

34  　熱中症はこわくない！ 30分 DVD 1

35  　受けよう、活かそう！ストレスチェック 15分 DVD 1

36 DVD 6

37 DVD 1

38 DVD 1

39   交通事故０を目指して　～第４３回全国トラックドライバーコンテスト～ DVD 1

40 　全国トラックドライバー・コンテストマニュアル　～運転技能・整備点検編～　 20分 DVD 6

41 DVD 1

42 DVD 1

43 DVD 1

※貸出確認

　　　　　本

※返却確認

　　　　　本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　（※の欄は記入しないでください）

事業者名

※受付

担当者名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL:　　 　　　－　　　　　－　　　　　

※返却日

　　　　　　　／

貸出期間 　　　　　　年　　　　月　　　　日　 ～　　　　　　年　　　　月　　　　日　（ 最大2週間 ）

　運行管理者の責務と職務　～安全輸送は私が守る～

健
康
管
理

　事業用運転者における睡眠時無呼吸症候群（SAS)スクリーニングの重要性

そ
の
他

　引越の達人になろう

　上手な引越のコツ教えます

　交通事故０を目指して　～第４２回全国トラックドライバーコンテスト～

　もしもトラックがとまったら

　走れ！風になって未来へ～そして若者はトラックドライバーになった～

　未来への道　　～トラックドライバーからのメッセージ～

　高齢者を交通事故の被害者としないために！

　その時あなたにできること　～交通事故現場における応急救護処置～

　目指せ！危険物輸送のスペシャリスト～移動タンク貯蔵所の安全対策～

　 運転中自然災害が…地震・雨・雪道での危険回避 ①一般道路編

 　運転中自然災害が…地震・雨・雪道での危険回避 ②高速道路編

点
検
整
備
・
運
行
管
理

　日常点検及び雪道対策（大型トラック編・小型トラック編）

　大型トラック・バス 車輪脱落防止のための正しい車輪の取扱いについて

　トレーラ日常点検

　トレーラ定期点検整備のすすめ　より安全なトレーラ運行を目指して

　巻き込み事故 トラックの左折と死角

 　ドライブレコーダーからの警告！

 　安全なプロトラックドライバーを育てるマナーとモラル

 　安全なプロトラックドライバーを育てるマナーとモラル(応用編）

 　大丈夫ですか？高速道路の落下物

　 絶対にダメ！飲酒運転

ド
ラ
イ
バ
ー

教
育

　初任運転者のためのトラックの安全運行 第1巻 ～トラックドライバーの心構えと心得～

　初任運転者のためのトラックの安全運行 第2巻 ～トラックの構造的特徴と安全運転～

　初任運転者のためのトラックの安全運行 第3巻 ～心と体と安全運転～

　中型貨物車の安全知識

　大型トラックの安全運転

　大型貨物車の安全運転         

　エコドライブで安全運転　～省エネ運転のススメ～

　ヒヤリをなくして安全運転　～ヒヤリハット報告検討会の記録～

　 トラック運転者のための安全運転のポイント

教 材 用 Ｄ Ｖ Ｄ  貸 出 申 込 一 覧 表

　　　　　当協会では、トラックドライバーの安全教育に役立つよう下記のとおり教材用DVD等を用意しております。職場内研修等に

 　　　是非ご活用ください。（貸出中の場合がありますので事前にお問い合わせください）

　　　≪申込先≫ （公社） 長崎県トラック協会 （担当　本村、佐藤）　　TEL:095-838-2281　　FAX:095-839-8508

　　　　ご希望の教材に〇印をお願いします　　　　　※★は新たに追加したDVDです

題　　　　　　　　　　　名
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慣れた道
その安心感が

� 事故のもと
（関東）柴又運輸㈱

森田　剛史
（全国トラック交通共済協同組合連合会　令和 5 年度事故防止対策標語優秀賞）

（公社）長崎県トラック協会

発　　行　　（公社）長崎県トラック協会
　　　　　　〒851－0131　長崎市松原町2651－₃
　　　　　　ＴＥＬ095－838－2281
　　　　　　ＦＡＸ095－839－8508

印 刷 所　　株式会社　昭 和 堂
　　　　　　諫早市長野町1007－₂
　　　　　　ＴＥＬ0957－22－6000
　　　　　　ＦＡＸ0957－22－6690

表紙写真：長崎くんち　長崎県長崎市（諏訪神社、中央公園、お旅所）
長崎くんちは、長崎の氏神「諏訪神社」の秋季大祭で、毎年10月 ７ 日から ３日間、町を挙げて催されます。寛永11年（16３4
年）に、二人の遊女が諏訪神社神前に謡曲「小舞」を奉納したことが長崎くんちの始まりと言われています。奉納踊
には異国趣味のものが多く取り入れられ、昭和54年には、国指定重要無形民俗文化財に指定されています。長崎伝統
芸能振興会は、長崎市の経済発展と観光事業振興の一翼を担う、「長崎くんち（神事を除く）」の円滑なる運営と振興
を促進し「演し物」の保存育成を図ることを目的として設立・運営しています。
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